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御
挨
拶

御
挨
拶

氷
川
町
議
会
議
長

米　
　

村　
　
　

洋

　

令
和
元
年
九
月
町
議
会
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様
の

ご
推
挙
に
よ
り
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
浅
学
非
才
を
顧
み
ま

し
て
、
責
任
の
重
大
さ
を
一
層
痛

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

と
も
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
町
民
の

み
な
さ
ん
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
連
携
を
深
め
、
一
致
協
力
の

下
、
諸
問
題
の
解
決
を
図
り
な
が

ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
に
ま

い
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
目
指
す
議
会
運
営
の
目
標

と
し
て
「
町
民
の
声
の
反
映
」「
二

元
代
表
制
の
尊
重
」「
議
会
の
調
和
」

を
掲
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
町
政
は
民

意
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
町
長
と
議
会
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
特
性
を
生
か
し
つ

つ
、
二
元
代
表
制
の
理
念
の
も
と

互
い
に
緊
張
関
係
を
保
持
し
な
が

ら
、
町
民
の
信
託
に
こ
た
え
る
良

好
な
関
係
性
を
築
き
、
町
長
と
議

会
、
ま
た
議
員
間
の
連
携
を
図
る

た
め
正
副
議
長
が
調
整
能
力
を
発

揮
し
、
適
正
な
議
会
運
営
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

　

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
、
自
ら
定
め
た
氷
川
町
議
会

基
本
条
例
の
理
念
の
下
に
、
議
会

が
町
民
の
要
請
に
こ
た
え
る
仕
組

み
を
強
化
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

町
議
会
へ
の
よ
り
一
層
の
叱
咤

激
励
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

民
主
的
な
議
会
運
営
に
力
を
尽
く

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
　
長　
　
　

米
　
村
　
　
　
洋

副
議
長　
　
　

松
　
田
　
達
　
之

議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　

長
　
尾
　
憲
二
郎

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

 

◎  

片
　
山
　
裕
　
治

　
　
　

 

○  

西
　
尾
　
正
　
剛

　
　
　
　
　

上
　
田
　
俊
　
孝

　
　
　
　
　

三
　
浦
　
賢
　
治

　
　
　
　
　

松
　
田
　
達
　
之

　
　
　
　
　

米
　
村
　
　
　
洋

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

 

◎  

清
　
田
　
一
　
敏

　
　
　

 

○  

河
　
口
　
涼
　
一

　
　
　
　
　

木
　
下
　
　
　
厚

　
　
　
　
　

長
　
尾
　
憲
二
郎

　
　
　
　
　

吉
　
川
　
義
　
雄

　
　
　
　
　

上
　
田
　
健
　
一

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

 

◎  
三
　
浦
　
賢
　
治

　
　
　

 

○  
上
　
田
　
俊
　
孝

　
　
　
　
　

西
　
尾
　
正
　
剛

　
　
　
　
　

清
　
田
　
一
　
敏

　
　
　
　
　

上
　
田
　
健
　
一

　
　
　
　
　

片
　
山
　
裕
　
治

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

 

◎  

吉
　
川
　
義
　
雄

　
　
　

 

○  

河
　
口
　
涼
　
一

　
　
　
　
　

長
　
尾
　
憲
二
郎

　
　
　
　
　

片
　
山
　
裕
　
治

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

河
　
口
　
涼
　
一

　
　
　
　
　

米
　
村
　
　
　
洋

　
　
　
　
　

片
　
山
　
裕
　
治

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

西
　
尾
　
正
　
剛

　
　
　
　
　

上
　
田
　
健
　
一

氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学
校
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

木
　
下
　
　
　
厚

　
　
　
　
　

清
　
田
　
一
　
敏

　
　
　
　
　

長
　
尾
　
憲
二
郎

　
　
　
　
　

上
　
田
　
俊
　
孝

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　

長
　
尾
　
憲
二
郎

　
　
　
　
　

上
　
田
　
俊
　
孝

　

議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
新
し
く
な
っ
た
議
会

構
成
を
紹
介
し
ま
す
。
氏
名
の
上
の
◎
は
委
員
長
、○
は
副
委

員
長
で
す
。



◆
報
　
告

○
宮
原
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

の
経
営
報
告

※
平
成
30
年
度
の
決
算
報
告

○
平
成
30
年
度
氷
川
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告

※
健
全
化
判
断
比
率
及
び
そ

の
算
定
の
基
礎
と
な
る
事

項
を
記
載
し
た
書
類
は
、

い
ず
れ
も
適
正
で
あ
る
と

認
め
る

◆
条
例
制
定

○
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
条
項

の
整
備
に
関
す
る
条
例
を
制

定※
関
係
す
る
法
の
公
布
に
伴

い
条
例
を
整
備

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
氷
川
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正

※
印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理

要
綱
（
通
知
）
の
一
部

改
正
に
伴
い
氷
川
町
で

も
旧
氏
で
の
印
鑑
登
録

を
可
能
に
す
る
た
め

◆
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
氷
川
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

※
４
億
６
２
０
１
万
円
を
追

加
し
、
総
額
73
億
９
３

９
０
万
円
に

歳
出
予
算
の
主
な
も
の
は

＊
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
事
業

　

支
援
業
務
委
託
料　

１
１
０
０
万
円

＊
財
政
調
整
基
金
積
立
金
に

　

２
億
５
０
０
０
万
円

＊
ふ
る
さ
と
氷
川
応
援
基
金

　

積
立
金　
　

２
０
０
０
万
円

＊
指
定
ゴ
ミ
袋
購
入
費

　

６
４
４
万
円

＊
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
交
付
金　
　

４
８
０
０
万
円

＊
道
路
維
持
修
繕
費
関
係

　

工
事
請
負
費
（
３
本
）

７
９
５
万
円

＊
道
路
新
設
改
良
費
関
係

　

工
事
請
負
費　
（
３
本
）

３
４
６
５
万
円

＊
氷
川
町
地
域
防
災
計
画

　

改
定
業
務
委
託
料　
　

　

１
２
３
万
円

歳
入
予
算
の
主
な
も
の
は

＊
地
方
交
付
税　
　４

９
２
７
万
円

※
繰
越
金　
　

３
億
１
６
５
２
万
円

　
　
　
　
　

○
令
和
元
年
度
氷
川
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

※
１
億
１
５
２
４
万
円
を
追

加
し
、
総
額
18
億
２
０

８
７
万
円
に

○
令
和
元
年
度
氷
川
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

※
５
２
４
万
円
を
追
加
し
、

総
額
５
億
６
７
５
０
万

円
に

◆
決
算
認
定

○
平
成
30
年
度
氷
川
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定　
　

○
平
成
30
年
度
氷
川
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
30
年
度
氷
川
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
平
成
30
年
度
氷
川
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

○
平
成
30
年
度
氷
川
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

◆
同
　
意

○
氷
川
町
教
育
委
員
の
任
命（
再
）

※
氷
川
町
教
育
委
員
会
委
員

に

　

村
山
賢
一
氏　
（
氷
川
町

今
）

◆
陳
　
情

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の

１
復
元
を
図
る
た
め
の
、
２

０
２
０
年
度
政
府
予
算
に
係

る
意
見
書
提
出
の
要
望

◆
意
見
書

○
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡

充
に
係
る
意
見
書

　
９
月
定
例
議
会
で
は
、
報
告
２
件
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
２
件
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

の
３
補
正
予
算
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
、
特

別
会
計
の
４
会
計
決
算
、
氷
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同

意
１
件
、
陳
情
１
件
、
意
見
書
１
件
を
審
議
し
、
全
て
の
議
案

を
可
決
、
決
算
認
定
承
認
、
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
３
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
議
会
最
終
日

に
正
副
議
長
辞
職
に
伴
い
、
正
副
議
長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
定
例
会

プレミアム付商品券事業などプレミアム付商品券事業など
４億6201万円可決４億6201万円可決令和元年度

一般会計補正予算
令和元年度

一般会計補正予算
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収入合計

85億5647万円

支出合計

80億8768万円

30年度
決算
30年度
決算

生
命・財
産
を
守
る
施
策
に
　
　
を
支
出

80808080
億円

会　　計 歳入金額 歳出金額 差引残額

一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

下水道事業特別会計

　　　合　　　計

8,556,474,472

2,169,271,036

158,936,340

1,727,119,722

473.215.107

13,085,016,677

8,087,686,903

1,900,933,996

156,936,521

1,573,032,233

462,104,555

12,180,694,208

468,787,569

268,337,040

1,999,819

154,087,489

11,110,552

904,322,469

　9月議会は、9月9日～18日までの10日間の会期で開催しました。平成30年度の決算
審査では、4つの特別会計を含む約120億円の支出を認定しました。そのうち、一般会
計の支出は80億8768万円で前年度より1661万円の増となりました。
　収入合計は85億5647万円、前年度より2億3056万円の減でした。自主財源が23億
5009万円で前年度より0.2％の減となりました。一方、依存財源は62億637万円、前年
度より3.5％の減でした。歳入決算の総額の33.2％を占める地方交付税は28億4233
万円でした。
　収入から支出を差し引いた残額は、4億6878万円となっています。

町民税、固定資産税、
軽自車税など、みなさ
んが町に収めている税
金です町の借入金です

ふるさと応援
寄附金など含
みます。

町の規模や人口に
応じて国から交付
されるお金です。

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金です。

借入金の
返済金です

医療や介護、
子育てなど福
祉に使うお金
です。

ごみ・し尿の
処理や、予防
接種などの費
用です。

町税
97,006万円
町税

97,006万円

地方譲与税
7,039.6万円

地方消費税交付金
20,123.6万円

自動車取得税交付金
1,663.3万円

交通安全対策特別交付金
134.8万円

議会費
6,706.8万円

総務費
198,542.3万円

総務費
198,542.3万円

民生費
137,458万円
民生費

137,458万円

衛生費
80,085.1万円
衛生費

80,085.1万円

（単位：円）（単位：円）

農林水産業費
130,749.5万円
農林水産業費
130,749.5万円

商工費
9,280.9万円

土木費
63,207.5万円
土木費

63,207.5万円

消防費
73,569.8万円
消防費

73,569.8万円

教育費
38,945.6万円
教育費

38,945.6万円

災害復旧費
1.7万円 公債費

70,221.4万円
公債費

70,221.4万円

国庫支出金
51,101.5万円
国庫支出金
51,101.5万円

県支出金
142,826.4万円
県支出金

142,826.4万円

寄付金
1,080.5万円

繰入金
45,183.9万円

繰越金
71,596.8万円

諸収入
4,760.6万円

町債
112,427.5万円

町債
112,427.5万円

地方交付税
284,233.4万円
地方交付税

284,233.4万円
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議
員　

本
町
の
特
産
品
の
一
つ
で

あ
る
「
も
ち
米
」
の
生
産
が
減
少

し
て
い
る
が
、
作
付
面
積
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
行
政
と
し
て
対
策

は
考
え
て
い
ま
す
か
。

農
業
振
興
課
長　

も
ち
米
の
作
付

面
積
は
、
町
内
の
農
家
か
ら
提
出

さ
れ
た
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交

付
金
に
係
わ
る
営
農
計
画
書
の
集

計
数
値
で
答
え
ま
す
。
尚
数
値
は

四
捨
五
入
の
数
値
で
す
。

議
員　

東
部
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
利
用
者
の
作
付
面
積

と
受
け
入
れ
た
生
籾
重
量
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

農
業
振
興
課
長　

平
成
二
十
六
年

度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
作

付
面
積
と
生
籾
重
量
で
答
え
ま

す
。

議
員　

東
部
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
荷
受
生
籾
重
量
は
４

５
０
０
ｔ
で
あ
る
。
今
対
策
を
取

ら
な
い
と
施
設
運
営
上
の
収
益
の

悪
化
等
、
存
続
の
危
機
に
直
面
す

る
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

完
成
し
て
、
個
々
の
農
家
に
は
多

大
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。ま
た
、

農
業
機
械
の
共
同
利
用
、
コ
ン
バ

イ
ン
・
田
植
え
機
な
ど
へ
の
国
の

補
助
金
も
あ
っ
た
。
労
働
力
の
分

散
で
配
偶
者
へ
の
負
担
が
減
り
、

農
家
が
活
気
に
満
ち
、
生
産
増
に

貢
献
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
氷
川
町
の
も

ち
米
生
産
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

行
政
と
Ｊ
Ａ
と
で
真
摯
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。
行
政
の
考
え

を
き
き
た
い
。

農
業
振
興
課
長　

東
部
地
区
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、Ｊ
Ａ

や
つ
し
ろ
東
部
地
区
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
組
合
が
運
営

し
て
い
ま
す
。
良
好
な
運
営
が
で

き
る
た
め
に
は
、
利
用
が
増
え
る

こ
と
が
い
ち
ば
ん
だ
と
考
え
ま

す
。
農
業
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、

作
業
が
し
や
す
い
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
作
付

が
増
え
た
の
も
一
因
と
考
え
ま

す
。
作
付
け
が
増
え
、
利
用
を
高

め
る
に
は
、
集
落
営
農
組
織
等
の

組
織
化
で
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

資
材
の
一
括
購
入
等
に
よ
り
、
作

業
効
率
化
、
コ
ス
ト
軽
減
を
図
る

な
ど
こ
め
作
り
が
持
続
で
き
る
方

策
を
Ｊ
Ａ
と
共
に
考
え
て
い
く
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

農
業
で
元
気
に
な
る
よ
う

な
政
策
を
町
長
に
お
伺
い
し
た

い
。

木下　厚 議員木下　厚 議員

Q:もち米生産地としての今後について
A:作業効率化、コスト軽減を図る

町
長　

氷
川
町
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
あ
り
ま
す
。
食
料
が
な
い
国

は
滅
び
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
考
え

ま
す
と
、
大
事
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
私
も
思
っ
て
い

ま
す
。
氷
川
町
は
こ
れ
ま
で
、
農

業
立
町
と
い
う
立
場
で
政
策
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
そ
の
立
場
を
変
え
る
気
持
ち

は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
が
永
遠
と

継
続
し
、
農
業
で
生
活
す
る
た
め

に
は
、
所
得
が
大
切
で
す
。
生
活

で
き
る
所
得
を
き
ち
ん
と
担
保
し

て
、
後
継
者
が
育
つ
政
策
を
町
と

Ｊ
Ａ
、
経
済
連
と
し
っ
か
り
手
を

結
ん
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長
町
長

議
員

議
員

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

が
こ
そ

　

い
た
き
聞

東
部
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

一
般
質
問

6 4 7 . 4
6 1 6 . 6
5 7 3 . 9
4 7 9 . 8
4 4 5 . 2
3 8 2 . 7

2 2 . 9
7 . 0
5 . 4
6 . 9
3 . 8
3 . 5

6 7 0 . 2
6 2 3 . 6
5 7 9 . 3
4 8 6 . 7
4 4 9 . 0
3 8 6 . 2

3 9 2 . 4

3 8 3 . 0

3 6 2 . 4

3 5 1 . 7

3 1 2 . 4

3 5 0 2

3 2 3 8

3 2 1 0

3 2 0 5

2 8 6 3
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議
員　

10
年
間
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
の
累
計
額
は
２
、
２
３
０

万
円
で
あ
る
が
、
昨
年
度
１
年
間

で
、
５
９
８
件
の
寄
附
件
数
、
９

６
３
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
行
わ

れ
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

昨
年
度
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
け
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
を
限
定
す
る
も
の
で

は
な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
財

源
確
保
や
お
礼
に
、
地
元
の
特
産

品
を
送
り
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
す

る
動
き
が
全
国
的
に
広
が
り
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付

け
を
行
い
、
ま
た
寄
附
の
お
礼
と

し
て
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
魅
力

あ
る
氷
川
町
の
特
産
品
を
送
る
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

返
礼
品
は
、
19
品
目
か
ら
、
80

品
目
と
掘
り
起
こ
し
登
録
し
た
。

梨
や
晩
白
柚
、
柑
橘
類
の
詰
め
合

わ
せ
な
ど
農
産
物
が
多
か
っ
た
。

議
員　

サ
イ
ト
の
運
営
会
社
、
委

託
業
者
へ
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
実
績
に
応
じ

た
支
払
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

寄
附
額
、約
１
、

０
０
０
万
円
に
対
し
て
の
業
者
へ

の
約
５
０
０
万
円
は
、
返
礼
品
及

び
送
料
を
含
ん
だ
金
額
。
そ
の
返

礼
品
の
約
３
割
分
の
費
用
は
、
町

内
事
業
者
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

返
礼
品
は
、
地
場
産
品
で
寄
附

額
の
３
割
以
下
と
い
う
基
準
が

あ
っ
た
が
、
新
規
定
で
経
費
の
総

額
は
寄
附
額
５
割
以
下
と
い
う
項

目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
目
標
額
と

対
策
は
。

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
支
援

業
務
委
託
料
と
し
て
の
、
１
、
１

０
０
万
円
補
正
予
算
だ
が
、
取
組

み
内
容
と
目
標
額
は
？

企
画
財
政
課
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
取
組
み
開
始
時
点
で
、
目

標
額
１
、
０
０
０
万
円
を
掲
げ
て

い
た
。
初
年
度
の
昨
年
度
は
、
９

６
３
万
円
で
、
目
標
に
は
達
し
て

い
な
い
が
、
受
付
件
数
は
５
９
８

件
で
、
前
年
度
36
件
の
16
倍
以
上

で
あ
っ
た
。
今
年
度
か
ら
は
さ
ら

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
窓
口
を

２
カ
所
増
や
し
、
目
標
額
を
３
、

０
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

議
員　

今
年
度
か
ら
返
礼
品
は
地

場
産
品
と
限
定
さ
れ
た
が
、
ど
う

い
っ
た
掘
り
起
こ
し
を
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
返
礼
品
は
特
産
品

だ
け
で
は
な
く
、
農
業
体
験
型
な

ど
幅
広
く
考
え
た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

地
場
産
品
が
基

準
で
あ
る
。
た
だ
し
、
熊
本
県
の

地
域
資
源
と
し
て
、
馬
刺
し
や
あ

か
牛
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

新
た
に
返
礼
品
と
し
て
登
録
し

た
。
特
産
品
以
外
で
は
、
立
神
峡

ロ
グ
ハ
ウ
ス
宿
泊
券
及
び
梨
マ
ラ

ソ
ン
の
出
走
権
な
ど
を
登
録
し
て

い
る
。
さ
ら
に
魅
力
あ
る
返
礼
品

を
開
拓
し
て
い
き
た
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組

み
は
可
能
な
の
か
。

議
員　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
会
社
等
が
氷
川
町
に
寄
附
を

す
る
と
、
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

制
度
だ
が
、
取
組
み
は
考
え
て
い

る
か
。

企
画
財
政
課
長　

地
方
創
生
推
進

事
業
に
対
し
、
企
業
が
寄
附
を
行

う
も
の
だ
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

取
組
み
が
進
ま
な
い
。
寄
附
の
働

き
か
け
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
じ
て
関
わ
り
の
あ
る
経
営
者
に

Ｐ
Ｒ
す
る
の
が
効
果
的
と
考
え
て

い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

町
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
本
来
の

趣
旨
は
、
氷
川
町
に
お
世
話
に

な
っ
た
人
や
思
い
の
あ
る
人
が
納

税
を
さ
れ
る
の
が
一
番
い
い
形
だ

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
氷

川
町
の
魅
力
あ
る
も
の
に
賛
同
を

得
て
納
税
を
い
た
だ
く
の
も
一
つ

の
方
法
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
企
業
版
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
使
っ
て
、
お
願
い
を
し
て
い
き

た
い
。

西尾　正剛 議員西尾　正剛 議員

Q:昨年度のふるさと納税の寄附額が、ここ10年間の総額の43％
を占めたがどういう取組みがおこなわれたのか？令和元年度
の目標額は？

A:インターネットでの取組みを開始した。令和元年度目標額は
3,000万円。

事
業
区
分
ご
と
の
寄
附
は
、

ど
う
い
う
使
わ
れ
方
か

議
員　

寄
附
の
際
は
、
事
業
区
分

ご
と
に
受
付
け
を
行
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

寄
附
は
、
ふ
る

さ
と
氷
川
応
援
基
金
に
積
み
立
て

て
お
り
、３
年
に
１
度
取
り
崩
し
、

事
業
に
充
当
し
て
い
る
。
平
成
28

年
度
に
、
児
童
医
療
助
成
事
業
、

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
事
業
、
ご

み
減
量
化
対
策
事
業
な
ど
に
充
当

し
た
。
今
年
度
は
、
す
こ
や
か
赤

ち
ゃ
ん
出
産
祝
い
金
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
に
充
当
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

町
長
町
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

申込方法は2通り

①町へ直接寄附
②インターネットでの寄附※

※「さとふる」「楽天ふるさと納税」「ふるさとチョイス」で、寄附の受付を行っています。

寄附の申込 町から
寄附受領証明書が

届きます
（申告に必要です）

返礼品が
届きます

翌年、確定申告を
行うことで
税の控除が
受けられます

ふ
る
さ
と
納
税
の
流
れ



氷川町議会だより　No.33　2019. 11. 17

被
害
発
生
の
原
因
は
何
か

被
害
状
況
を
つ
か
ん
で
い
る
か

議
員　

県
営
湛
水
防
除
事
業
で
住

宅
等
へ
の
損
傷
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
私
は
、
こ
れ
は
事
故
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
公
共
工
事
で
こ

う
し
た
被
害
が
出
る
こ
と
は
絶
対

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
２

度
と
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
原

因
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
住
宅
の
基
礎
や
壁
の
ひ

び
割
れ
な
ど
多
大
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
町
は
被
害
状
況

を
つ
か
ん
で
い
ま
す
か
。
被
害
の

状
況
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

住
宅
６
棟
・
倉
庫
13
棟

道
路
な
ど
に
被
害
が
発
生

農
地
課
長　

今
回
の
件
で
、
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
と
考
え
て
お

り
、
復
旧
に
向
け
た
一
刻
も
早
い

対
応
を
県
に
お
願
い
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
。　

　

工
事
着
手
に
際
し
、
町
か
ら
県

に
注
意
を
払
う
よ
う
お
願
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
工
事
車
両
や
重
機

に
よ
る
影
響
を
想
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
既
設
擁
壁
の
傾
き
等
に
よ

る
被
害
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

被
害
の
要
因
は
、
既
設
水
路
の

改
修
で
す
の
で
水
抜
き
し
て
擁
壁

を
改
修
す
る
施
工
方
法
で
、
既
設

水
路
の
矢
板
護
岸
は
自
立
す
る
工

法
で
し
た
。
し
か
し
、
水
を
抜
い

た
段
階
で
既
設
擁
壁
が
傾
い
た
た

め
、地
盤
沈
下
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ

り
地
盤
が
多
少
脆
弱
に
な
っ
た
事

と
、
矢
板
の
経
年
劣
化
が
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
被
害
状
況
は
、

住
宅
６
棟
、
倉
庫
13
棟
、
道
路
延

長
５
３
２
㍍
、
圃
場
内
道
路
交
差

点
８
カ
所
に
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

工
程
表
ど
お
り
に

工
事
は
行
わ
れ
た
の
か

議
員　

課
長
は
、
十
分
注
意
を

払
っ
て
い
た
け
ど
被
害
が
発
生
し

た
。
想
定
し
な
い
こ
と
が

起
き
た
と
言
わ
れ
た
が
、

工
程
表
に
基
づ
い
て
作
業

は
進
め
ら
れ
て
い
く
わ
け

で
す
が
、
工
程
表
通
り
工

事
は
行
わ
れ
ま
し
た
か
。

　
　

課
長　

工
程
表
ど
お

り
に
工
事
は
進
ん
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

被
害
補
償
は
誠
意
を
も
っ
て

議
員　

議
会
に
被
害
発
生
の
報
告

が
あ
っ
た
の
は
先
の
議
会
終
了
後

で
し
た
。
県
が
被
害
状
況
を
調
査

中
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。
被
害

者
へ
の
補
償
は
県
が
行
う
事
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
は
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
。
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
の
意
見
を
尊
重
し
て
誠
意

を
も
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

被
害
者
の
意
見
を
尊
重
し
、

県
に
十
分
な
対
応
を
要
請

　
　

課
長　

被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
の
意
見
は
十
分
尊
重
し
、
県
に

も
十
分
な
対
応
を
要
請
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
補
償
の
個
別
交
渉

に
お
い
て
も
、
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
が
納
得
さ
れ
て
か
ら
契
約
を

行
う
と
県
か
ら
回
答
を
得
て
い
ま

す
。

町
長　

公
共
工
事
で
事
故
が
起
き

る
と
言
う
こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
今
回
の

事
は
、
県
の
方
も
し
っ
か
り
と
反

省
を
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
農
業
だ
け
で
は

な
く
、
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た

め
の
大
切
な
湛
水
防
除
事
業
で
あ

り
ま
す
。
今
後
の
事
業
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
県
と

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

吉川　義雄 議員吉川　義雄 議員

Q:公共工事で住宅等に被害発生
原因究明と被害者へ誠意ある補償を

A:被害者の意見を尊重し、十分な対応を県に要請する。

高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

支
援
実
証
事
業
の
取
り
組
み
は

議
員　

高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
実
証
事
業
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
事
業
の
対

象
と
な
る
人
へ
の
周
知
は
ど
う
さ

れ
ま
し
た
か
。
対
象
と
な
る
人
で

申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
人
へ
の
今

後
の
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。ま
た
、

対
象
者
を
拡
大
す
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

対
象
の
約
２
割
が
申
請

事
業
の
周
知
に
取
り
組
む

福
祉
課
長　

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
人
へ
の
対
策
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
民
生
委
員
さ
ん
に
周
知
依

頼
を
は
じ
め
、町
の
広
報
紙
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
で
の
案
内

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

申
請
状
況
は
、
８
月
末
時
点
で

１
３
７
名
の
方
に
利
用
者
証
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
約
２

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

の
対
象
を
拡
大
す
る
考
え
は
な
い

か
と
言
う
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
は

こ
の
事
業
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
周
知
を
優
先
し

て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
関
係
者
と
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
課
題
や
要
望
を
整
理
し

な
が
ら
前
向
き
な
検
討
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

議
員

議
員

議
員

農
地
課
長

農
地
課
長

農
地
課
長

農
地
課
長

農
地
課
長

農
地
課
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

町
長
町
長



委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

清
田
一
敏
委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告

議
案
第
40
号
「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
は
か

る
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

　

質
疑
及
び
意
見
は
な
く
、
採
決
の
結
果

全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
43
号
「
令
和
元
年
度
氷
川
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

長
尾
議
員　

町
債
、
総
務
費
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
内
容
は
何
か

企
画
財
政
課
長　

地
方
交
付
税
と
し
て
交

付
す
べ
き
国
の
財
源
が
不
足
し
た
場
合
、

不
足
分
を
地
方
自
治
体
に
起
債
さ
せ
る
も

の
で
、
後
年
の
地
方
交
付
税
の
算
定
に
く

み
こ
ま
れ
る
も
の
で
、
交
付
税
の
算
定
結

果
に
よ
り
国
か
ら
示
さ
れ
補
正
す
る
も
の

で
す
。

清
田
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
支
援
業

務
委
託
料
で
、
受
付
窓
口
を
２
つ
追
加
し
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業
者
選
定
を
行
っ

た
と
説
明
が
あ
っ
た
が
公
募
型
か
指
名
型

か
ど
ち
ら
で
行
っ
た
の
か
、
ま
た
公
告
の

方
法
、
何
社
の
応
募
が
あ
っ
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

公
募
型
で
行
い
ま
し
た
。

公
募
の
方
法
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行

い
、
１
社
の
応
募
で
し
た
。

清
田
議
員　

競
争
の
原
理
が
働
く
た
め
に

も
公
告
の
方
法
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
で

も
考
え
た
ら
ど
う
か
。

吉
川
議
員　

消
防
費
、
災
害
対
策
費
、
氷

川
町
地
域
防
災
計
画
改
定
業
務
委
託
を
改

訂
す
る
内
容
は
何
か
。

総
務
課
長　

前
回
、
平
成
28
年
度
に
改
訂

を
行
っ
た
。
毎
年
、
県
防
災
計
画
を
踏
ま

え
て
町
も
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。
又

昨
年
度
、
機
構
改
革
が
あ
り
課
名
の
変
更
、

防
災
公
園
の
整
備
も
盛
り
込
む
た
め
３
年

ぶ
り
の
改
訂
と
な
り
ま
す
。

長
尾
議
員　

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
い
る
が
、
各
世
帯
の
個
別
受
信
機

の
交
換
は
い
つ
か
。

総
務
課
長　

９
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま

で
、
地
区
ご
と
に
分
け
て
委
託
業
者
Ｎ

E
C
が
交
換
を
行
う
。
広
報
ひ
か
わ
９
月

号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
防
災
行
政
無
線

で
周
知
を
行
っ
た
。
不
在
の
場
合
は
不
在

票
を
ポ
ス
ト
に
い
れ
て
対
応
し
ま
す
。

吉
川
議
員　

教
育
費
、
学
校
管
理
費
の
体

育
館
天
井
改
修
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託

料
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　

竜
北
東
小
学
校
の
体
育

館
で
、
２
階
部
分
の
天
井
が
今
年
の
５
月

の
地
震
で
ひ
ど
く
揺
れ
、
天
井
ボ
ー
ド
が

欠
け
た
た
め
修
理
を
す
る
。
既
存
天
井
を

残
し
た
ま
ま
カ
バ
ー
を
取
付
け
る
工
事
の

設
計
業
務
で
す
。

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
２
０
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

提
出
の
要
請
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
陳
情
趣
旨
、
理
由
は
そ

の
と
お
り
で
あ
り
、
採
択
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
多
く
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
全
員
賛
成
で
本
陳
情
を

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い

て
の
審
査
報
告
は
以
上
で
す
。

　
当
委
員
会
へ
の
付
託
案
件
は
、
条
例
１
件
、
予
算
１
件
。

　
当
委
員
会
は
、
９
月
11
日
、
役
場
２
階
大
会
議
室
で
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
求
め

な
が
ら
審
査
を
行
っ
た
。

　
付
託
案
件
は
採
決
の
結
果
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。
　
主
な
質
疑
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

歳 

入
歳 

入

歳 
出
歳 
出

陳 

情
陳 

情

整備が進む野津防災公園（仮称）
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総
務
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長

総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

長
尾
議
員

清
田
議
員

清
田
議
員

吉
川
議
員

長
尾
議
員

吉
川
議
員

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長



委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
第
41
号
「
氷
川
町
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」

西
尾
議
員　

施
行
す
る
期
日
、
な
ぜ
こ
の

日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

町
民
課
長　

国
の
住
民
基
本
台
帳
施
行
令

の
改
正
に
合
わ
せ
、
ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
は

様
々
な
活
動
の
場
面
で
旧
姓
を
そ
の
ま
ま

使
用
で
き
る
。
申
し
出
に
よ
り
住
民
票
に

旧
氏
が
カ
ッ
コ
書
き
で
併
記
さ
れ
、
印
鑑

証
明
に
も
旧
氏
が
表
示
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
11
月

５
日
か
ら
施
行
す
る
。

議
案
第
42
号
「
氷
川
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

西
尾
議
員　

今
回
、
価
格
を
上
げ
る
理
由

と
町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
周
知
の
内
容

は
。

町
民
課
長　

近
隣
自
治
体
の
八
代
市
、
宇

城
市
、
宇
土
市
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
周

知
の
方
法
は
、
チ
ラ
シ
等
を
考
え
て
い
ま

す
。
内
容
は
４
点
で
す
。

　

１
点
目
は
、
ご
み
に
対
す
る
意
識
の
向

上
、
ま
た
応
分
の
負
担
を
求
め
る
と
い
う

こ
と
。

　

２
点
目
は
、
町
の
財
政
の
構
築
、
町
の

歳
出
を
抑
え
る
た
め
。

　

３
点
目
は
原
材
料
価
格
の
高
騰
が
挙
げ

ら
れ
る
た
め
。

　

４
点
目
は
、
将
来
的
に
八
代
市
と
の
広

域
処
理
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
た
め
。

議
案
第
43
号
「
令
和
元
年
度
氷
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

片
山
議
員　

衛
生
費
、
塵
芥
処
理
費
、
指

定
ご
み
袋
購
入
費
で
は
、
購
入
費
の
枚
数

と
何
ヶ
月
分
の
需
要
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

町
民
課
長　

大
30
万
枚
と
小
10
万
枚
分
で
、

半
年
分
位
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

西
尾
議
員　

農
林
水
産
業
費
、
農
業
振
興

費
、
く
ま
も
と
土
地
利
用
型
農
業
競
争
力

強
化
支
援
事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

農
業
振
興
課
長　

地
域
営
農
組
織
の
育
成

支
援
で
、
ア
グ
リ
鹿
島
が
６
条
植
え
の
田

植
え
機
２
８
４
万
円
の
２
分
の
１
補
助
で

１
４
２
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

木
下
議
員　

林
業
振
興
費
、
有
害
獣
防
除

柵
等
補
助
金
の
内
容
は
。

農
地
整
備
課
長　

今
回
、
今
後
見
込
ま
れ

る
電
気
柵
と
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
を

予
定
し
て
お
り
、
補
助
率
は
３
分
の
１
以

内
で
す
。

西
尾
議
員　

団
体
営
農
業
農
村
整
備
事
業

の
内
容
は
。

農
地
課
長　

野
津
地
区
の
排
水
路
改
修
分

の
区
間
延
長
と
新
田
、
鹿
島
地
区
の
排
水

路
改
修
分
の
追
加
で
す
。

西
尾
議
員　

全
体
的
な
土
木
費
、
工
事
請

負
費
に
お
い
て
、
全
体
で
17
本
の
工
事
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
竜
北
地
区
13
本
、

宮
原
地
区
４
本
で
あ
る
。
平
準
化
し
て
ほ

し
い
。

建
設
下
水
道
課
長　

バ
ラ
ン
ス
も
鑑
み
、

緊
急
性
、
必
要
性
を
優
先
的
に
実
施
し
ま

す
。

上
田
俊
孝
議
員　

道
路
新
設
改
良
費
、
電

柱
移
設
補
償
金
の
内
容
は
。

建
設
下
水
道
課
長　

町
道
今
桜
ケ
丘
線
で

宮
原
小
学
校
か
ら
桜
ケ
丘
団
地
ま
で
の
通

り
４
本
と
役
場
前
の
町
道
北
川
反
甫
北
鹿

野
線
８
本
分
合
計
12
本
分
で
、
相
手
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
と
九
州
電
力
で
す
。

　

議
案
第
44
号
「
令
和
元
年
度
氷
川
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て
」
及
び
、
議
案
第
45
号
「
令
和

元
年
度
氷
川
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
」
は
、
質

疑
及
び
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

以
上
が
、
産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
で
す
。

片
山
裕
治
委
員
長

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の

経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
条
例
２
件
、
予
算
３
件
で
あ
り
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
９
月
11
日
、
役
場
２
階
大
会
議
室
で
、
関
係
課
長
よ
り
説
明
を
求

め
な
が
ら
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

町道今・桜ヶ丘線道路改良工事（予定地）
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員

米
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議
員
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議
員
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民
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長
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興
課
長
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業
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興
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長
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長
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長
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長
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員

町
民
課
長
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古
閑
幸
喜
氏
（
氷
川
町
新
田
）

の
、
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
２
分
の
１
復
元

を
図
る
た
め
の
、
２
０
２
０
年
度

政
府
予
算
係
る
意
見
書
提
出
の

陳
情
を
採
択
し
、
氷
川
町
議
会

と
し
て
、
教
職
員
定
数
の
改
善

及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
採

択
し
、
衆
参
議
長
・
内
閣
総
理

大
臣
他
関
係
大
臣
あ
て
に
送
付

し
ま
し
た
。

学
校
現
場
で
は
、
解
決
す
べ

き
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び

を
実
現
す
る
た
め
の
教
材
研
究

や
授
業
準
備
の
時
間
を
十
分
に

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
小
学

校
に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導

要
綱
の
移
行
期
間
中
で
あ
り
、

外
国
語
教
育
実
施
の
た
め
授
業

時
数
の
調
整
な
ど
対
応
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
。
ゆ
た
か
な
学
び

の
実
現
の
た
め
に
は
教
職
員
定

数
改
善
な
ど
の
施
策
が
最
重
要

課
題
で
す
。
ま
た
、
学
校
現
場

に
お
い
て
は
、
長
時
間
労
働
是

正
に
む
け
て
教
職
員
の
働
き
方

改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
中
で
も
教
職
員
定

数
改
善
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

に
つ
い
て
は
、「
三
位
一
体
改

革
」
の
中
で
国
庫
負
担
率
が
２

分
の
１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
独
自
財
源
に
よ

り
人
的
措
置
等
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
自
治

体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ
る
こ

と
は
大
き
な
問
題
で
す
。
国
の

施
策
と
し
て
定
数
改
善
に
む
け

た
財
政
保
障
を
し
、
ゆ
た
か
な

子
ど
も
の
学
び
を
保
障
す
る
た

め
の
条
件
整
備
は
不
可
欠
で
す
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
方
教
育

行
政
の
実
情
を
十
分
に
認
識
さ

れ
、
地
方
自
治
体
が
計
画
的
に

教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
下
記
の
措
置
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
請
し

ま
す
。

記

1
．
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改

善
を
推
進
す
る
こ
と
。

2
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

い
た
し
ま
す
。

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

意
見
書
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ペ
ル
ー
共
和
国
リ
マ
市
で
開
催
さ
れ
た
「
ペ

ル
ー
熊
本
県
人
会
創
立
1
0
0
周
年
記
念
式

典
」
に
、
公
式
招
待
を
受
け
て
藤
本
町
長
と

出
席
し
ま
し
た
。
熊
本
県
か
ら
も
小
野
副
知

事
ら
の
出
席
が
あ
り
、
総
勢
９
名
の
訪
問
団

で
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
の
熊
本
県
人
ペ
ル
ー
移
住
１
１
５

周
年
記
念
式
典
に
続
い
て
２
回
目
の
訪
問
と

な
っ
た
今
回
は
、
ペ
ル
ー
熊
本
県
人
会
名
誉
会

長
で
あ
る
平
岡
ル
イ
ス
様
（
南
鹿
野
出
身
・
故

平
岡
千
代
照
様
の
ご
子
息
）
の
ご
厚
意
に
よ
り

旅
費
な
ど
の
経
費
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
の
訪

問
と
な
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
７
日
、
成
田
空
港
を
出
発
し
ま
し
た
。

乗
り
換
え
時
間
を
含
め
30
時
間
以
上
の
長
い

旅
を
経
て
、
現
地
時
間
８
月
８
日
午
前
6
時

に
到
着
し
ま
し
た
。
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
県

人
会
の
方
々
に
出
迎
え
い
た
だ
き
、
温
か
い

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

訪
問
３
日
目
の
８
月
10
日
、
リ
マ
市
の
ゴ

ル
フ
場
の
特
設
テ
ン
ト
に
て
開
催
さ
れ
た
、

「
ペ
ル
ー
熊
本
県
人
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念

式
典
」
は
、
ペ
ル
ー
国
外
務
大
臣
を
は
じ
め
、

約
４
０
０
名
の
出
席
が
あ
り
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、

両
国
の
国
歌
斉
唱
に
始
ま
り
主
催
者
及
び
来

賓
挨
拶
、
記
念
品
交
換
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
の
乾
杯
は
、
日
本
伝
統
の
樽
酒
に
よ

る
鏡
開
き
で
威
勢
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
芸
能
披
露
で
は
、
現
地
の
若
者
が
日

本
の
歌
や
陽
気
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
を
披
露
、

後
半
は
出
席
者
も
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
中
に

入
り
賑
や
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
訪
問
で
は
、
式
典
出
席
の
ほ
か

県
人
会
の
皆
様
と
の
交
流
会
や
、
日
秘
協
会

長
及
び
外
務
大
臣
、
リ
マ
市
長
の
表
敬
訪
問
、

国
会
議
事
堂
視
察
及
び
日
系
国
会
議
員
と
の

面
会
、
在
ペ
ル
ー
日
本
大
使
と
の
面
会
、
ペ

ル
ー
海
軍
練
習
艦
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ペ
ル
ー
滞
在
中
は
、
平
岡
様
の
ご
配
慮
に

よ
り
Ｓ
Ｐ
の
配
備
や
警
察
車
両
に
よ
る
移
動

時
の
先
導
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
人
会
の
皆
様
に
も
私
た
ち
訪
問
団

を
温
か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
県
人
会
の
皆
様

が
日
本
の
伝
統
や
文
化
を
大
切
に
さ
れ
、「
皆

が
熊
本
県
人
で
す
」
と
話
さ
れ
る
姿
に
、
故

郷
熊
本
へ
の
強
い
想
い
を
さ
ら
に
感
じ
、
私

自
身
も
熱
い
想
い
が
込
み
上
げ
ま
し
た
。

滞
在
中
に
平
岡
様
か
ら
、
ペ
ル
ー
国
の
難

民
支
援
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
街

を
少
し
外
れ
る
と
ス
ラ
ム
街
と
も
い
え
る
地

域
が
あ
り
、
貧
富
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。
古

着
や
靴
な
ど
何
で
も
い
い
の
で
送
っ
て
い
た

だ
い
た
ら
有
り
難
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。
藤
本
町
長
か
ら
町
で
も
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
い
た
い
と
の
話
が
あ
り
、
議
会

と
し
て
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
こ
の
度
の
渡
航

に
対
し
て
町
議
会
議
員
有
志
か
ら
い
た
だ
い

た
餞
別
を
難
民
支
援
金
と
し
て
平
岡
様
に
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８
月
12
日
早
朝
よ
り
帰
路
に
着
き
、
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
で
の
乗
り
継
ぎ
の
時
間
を
利
用

し
て
、
メ
キ
シ
コ
熊
本
県
人
会
と
の
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
熊
本
か
ら
の
訪
問
を
大
変
歓

迎
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
年
続
け
て
の
ペ
ル
ー
訪
問
の
機
会
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
県
人
会
の
皆
様

と
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
後
も
ペ
ル
ー
熊
本
県
人
会
と

氷
川
町
の
交
流
が
続
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

願
い
、
訪
問
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

報告者 上田 健一
創立100周年記念式典に出席
ペルー熊本県人会

ペルー海軍練習艦の艦内視察

ペルー熊本県人会
創立100周年記念式典での鏡開き



編
集
後
記

表
紙
の
ひ
と
こ
と

熊
本
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
令

和
元
年
度
熊
本
県
町
村
議
会
議
員
研

修
会
が
10
月
１
日
、
下
益
城
郡
嘉
島

町
の
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
の
研
修
会
は
、
現
在
早
稲

田
大
学
大
学
院
教
授
で
元
総
務
大

臣
・
鳥
取
県
知
事
を
務
め
ら
れ
た
片

山
善
博
氏
を
講
師
に
招
き
、「
こ
れ

か
ら
の
議
会
の
在
り
方
・
議
員
へ
の

期
待
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。片

山
氏
は
、
統
一
選
挙
か
ら
見
え

て
く
る
地
方
議
会
の
現
状
は
、
無
投

票
と
「
な
り
手
不
足
」
や
低
い
投
票

率
は
民
主
主
義
の
危
機
で
あ
る
。
議

員
定
数
を
減
ら
し
て

い
く
と
議
会
が
議
会

で
な
く
な
り
、
ま
す

ま
す
先
が
見
え
な
く

な
る
。
議
会
は
民
主

主
義
政
治
の
必
須
条

件
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
は

最
高
決
定
機
関
と
言

う
こ
と
を
自
覚
す
る

必
要
が
あ
る
。
物
事

を
決
定
す
る
事
が
議

会
の
仕
事
、
決
定
す
る
に
は
町
民
の

声
を
聴
く
こ
と
が
大
事
で
、
資
料
を

取
り
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
議
会
と
長
の
関
係
に
つ

い
て
「
車
の
両
輪
」
と
は
距
離
を
取

る
こ
と
、寄
り
添
う
こ
と
で
は
な
い
。

一
輪
車
や
自
転
車
で
は
ダ
メ
、
常
に

客
観
的
に
見
る
こ
と
な
ど
を
笑
い
も

交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
議
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
真
に
「
開
か
れ
た
議
会
」
に

つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
事
例
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
議
会
に

は
住
民
が
参
加
す
る
。
日
本
は
傍
聴

す
る
事
だ
け
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
は

住
民
の
声
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
こ

と
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
と
は
何
か
、
議
会
の
役
割
、

特
に
議
会
の
承
認
権
（
地
方
自
治
法

96
条
の
２
項
）
の
行
使
な
ど
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
体
制
に
な
っ
た
今
、

あ
ら
た
め
て
「
議
員
と
は
」、「
議
会

の
役
割
」
を
学
び
、
こ
れ
か
ら
の
議

会
活
動
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
研

修
会
で
し
た
。

新
し
く
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
委
員
で
議
会
だ
よ
り
33
号
の
編
集
に
あ
た
り
、
題

字
「
清
流
ひ
か
わ
」
が
話
題
に
な
り
、
氷
川
町
議
会
だ
よ

り
「
創
刊
号
」
を
見
て
み
ま
し
た
。「
氷
川
の
水
の
よ
う

に
澄
み
き
っ
て
、
住
民
か
ら
良
く
見
え
る
議
会
で
あ
り
た

い
」
と
、創
刊
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
決
意
が
語
っ

て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
初
心
に

帰
り
、
議
会
で
の
審
議
経
過
や

議
会
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
編
集
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
表
紙
も
一
新

し
ま
し
た
。
新
し
く
な
っ
た
議

会
広
報
誌
「
清
流
ひ
か
わ
」
を

お
届
け
し
ま
す
。

●
竜
中
マ
ル
シ
ェ

竜
北
中
学
校
で
、
３
年
生
が

地
元
企
業
か
ら
仕
入
れ
た
商
品

や
手
作
り
商
品
、
実
演
販
売
す

る
「
竜
中
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
に
訪
れ
た
人
と
笑

顔
で
接
客
、
商
品
販
売
を
呼
び

か
け
る
元
気
な
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
響
い
て
い
ま
し
た
。

（
ビ
ン
の
中
に
乾
燥
さ
せ
た
花
と
特
殊
な
オ
イ
ル
入
れ
て

作
る
「
ハ
ー
バ
リ
ュ
ー
ム
」
の
作
成
を
指
導
す
る
生
徒
）
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